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　平成 25年 3月定例会は、2月 27日から 3月 19日
までの 21 日間の会期で行われました。
　冒頭に町長の施政方針演述と教育委員長の教育施
策方針演述があり、本年度の当町の方向性が示され
ました。
　この中で、「住民主役のまちづくり」を基本に、第
二次雫石町総合計画を一層推進していくため、次の
五つの重点事業を柱に展開していくことが表明され
ました。
1.再生可能エネルギー推進　
2.学力を育む環境整備
3. 地域包括ケアシステム　
4. 地域産業支援強化
5. 防災体制強化
　本定例会では予算案件が 11 件、条例の制定案件
が 8件、条例の一部改正案件が 8件、補正予算案件
が 11 件、指定管理者の指定が 2件、その他案件が
4件あり、これら計 44 件の案件は全て原案通り可決
しました。
　そのほかに、請願 1件は不採択、陳情 1件は継続
審査となりました。
　一般質問は、10 名が登壇し、3日間にわたり町当
局の考えをただしました。

予算総額139億9858万円を可決
太陽光発電設置・牧草地再生対策などで増額

総括歳入全般
問 　震災復興特別交付税8千万円の、計算根拠と

使い道は。

答 　8千万円のうち7954万 4千円は、いわて型
牧草地再生事業の除染に係る町負担分相当額と検
査費用となる。

問 　町の第三セクター㈱しずくいしは、４年連続の
赤字見通しということだが、設立当初２、３年で
準備金や引当金を用意していたが現在の残高は。

答 　利益準備金約 1020 万円、修繕積立金約 1
千万円と他を合わせて2300万円ほどである。

問 　雫石町には広大な山林がある。町有林1662ha、
財産区有林2002haの官有林の間伐等施行年度
計画を策定して、CO2 排出取り引きにのせられ
ないか。

答 　長期の視点に立った施業計画はなかった。施業
計画の積み上げをし、そのような制度で社会貢献
できるよう導入していきたい。

予算特別委員会
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予算特別委員会

 数字で見る予算  一般会計

繰入金
1億2921万円
　　　　1.6%

その他収入
2億7654万円
　　　　3.4%

歳出
81億

7500万円

歳入
81億

7500万円
30.6
％

69.4%

自
　　主
　　 　財
　　　　　源
依
存　
財　
　源　

地方譲与税・
その他交付金など
4億7370万円
　　　5.8%

町債
4億6890万円
　　　　5.7%　

教育費
9億7063万円
11.9%　

議会費　1億3176万円　1.6%　

公債費
7億1793万円
8.8%
　

消防費
3億2049万円　3.9%

商工費
2億1370万円　2.6%　

総務費
9億7518万円
11.9%

民生費
22億2391万円
　　　　27.2%　

労働費　2473万円　0.3%　

農林水産業費
6億7987万円
8.3%　

衛生費
10億7975万円
　　　13.2%　

災害復旧費ほか
　　　561万円　0.1%　

町税
20億9444万円
　　25.6%

地方交付税
34億6500万円
　　　　42.4%

国・県支出金
12億6721万円
　　　15.5%　

土木費
8億3144万円
10.2%　

町税
20億9444万円
　　25.6%

地方交付税
34億6500万円
　　　　42.4%

国・県支出金
12億6721万円
　　　15.5%　

教育費
9億7063万円
11.9%　

歳入・歳出の内訳

議会費から総務費
問 　ファシリテーション研修委託料とタイムマネー

ジメント研修委託料の目的は何か。また、それを
町政にどのように反映させるのか。

答 　ファシリテーション研修は、地域をリードして
いく人たちを育てることが目的であり、タイムマ
ネージメント研修は、段取り性を重要視した職員
研修である。

問 　電話交換手の委託を廃止するとのことだが、ど
のような対応をするのか。

答 　4月1日から各課への直通電話方式に切りか
える。代表電話（692-2111）は、当面総務課
で取り次ぎを行う。

民生 •福祉関連
問 　社会福祉協議会補助金が3488万 5千円ある

が、この４年間で1千万円以上増額になっている。
その理由は。

答 　職員の給与費や維持管理に係る分を補助してい
るが、職員の入れ替え等で給与費のアップがあり
増額になった。

問 　23年度に制定した雫石町補助金等見直し基準
の中で、社会福祉協議会、しずくいし観光協会、
商工会に対する補助の見直しをしないとしたのは
なぜか。

答 　公共的団体として補助金の交付期間や補助率の
設定を要しないとしたもので、見直しが必要ない
ということではない。補助金の交付期間は３年以
内が原則だが、この３団体にはこれまでも助成支援
を行っており一律に交付期間を定めるのは無理が
あった。ただし独立採算に向けた見直しとしては、
漫然と補助することなく引き続き精査していく。

問 　老人憩の家はかなり古く不便も指摘されてお
り、整備の予定等はあるのか。

答 　建物は40年以上経過し相当老朽化している。
平成24年度は延べ２万3986名の利用があり、
修繕しながら維持管理に努めている。将来的には
検討していかなければならない。

老朽化は進んでも人気がある老人憩いの家
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45万6881円45万6881円

議会費
7364円

総務費
5万4501円

民生費
12万4289円

衛生費
6万0345円

労働費
1382円

農林水産業費
3万7996円

商工費
1万1943円

土木費
4万6467円

消防費
1万7911円

教育費
5万4246円

災害復旧費
34円

公債費
4万0124円

平成２５年3月末
人口1万7893人で試算

予備費等
279円

町民
一人あたりの
歳出金額

ワンポイント解説
 民生費…… 主に高齢者、障害者、子

どもの福祉に使うお金

公債費…… 町債（町の借金）返済
に充てる経費

商工費…… 町内の商工業の支援や
観光振興などに使うお金

労働費…… 雇用対策や勤労者の支
援に使うお金

衛生費…… 健康づくりや環境対策、
ごみ処理などに使うお金

予算特別委員会

問 　エネルギー導入事業費補助金が昨年より35万
円減額の350万円とあるが、太陽光で７万円、
ストーブが10万円という助成措置があったと思
う。減額理由と積算根拠は。

答 　太陽光への補助を30件予測して210万円、
木質燃料燃焼器（20万円以上）が11件 110
万円、20万円未満は５万円の補助とし６件で
30万円の積算をした。減額理由は太陽光が12
件、ストーブが15件で約197万円だったこと
によるが、24年度実績比較では増額ということ
になる。

問 　保健福祉計画を見直したことからガイドブック
を作り直し約6千世帯に配るとのことだが、あ
まり読まれないようなものに101万9千円も予
算計上したのか。

答 　保健福祉審議会委員からも同様の指摘があった
が、今回の見直しに合わせて福祉に関する事業や
業務内容、さらに連絡先や手続方法も入れたガイ
ドブックとして全戸配布したい。

農林水産業費
問 　牧草地再生対策事業の目的と事業実施計画は。

答 　畜産経営に、放射性物質に対する風評被害が出
ていることが挙げられる。また町内からは100
ベクレルを超えるような牧草は検出されていない
が、基準以下の牧草でも長期間与えることによっ
て牛の体内に蓄積する恐れがあるため、安全・
安心な畜産経営を推進し、町内外にも安全性をア
ピールすることを目的としている。
　24年度は47ha、25年度が440ha、26年度
が344ha、27年度が402ha、全体で1230ha
となり、25年度の予算としては資材費用として
7700万円、作業委託料としては8100万円を
計上した。費用全体を県と町が二分の一ずつ負担
する。

問 　新規就農総合支援事業費補助金750万円、農
地集積協力金610万円が計上されているが、町
単独事業なのか。

答 　人・農地プランへの取り組みに対する予算で、
国策への取り組みとして町からの申請に基づき国
から補助金、または協力金として支払われる。
25年度は新規就農総合支援事業費補助金の審査
基準を満たす方を５人、農地集積協力金について
は20戸20世帯ほどを見込んでいる。
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予算特別委員会

商工費
問 　「雫石の水」の製造委託料の内容は。

答 　上水道供給50周年記念の年に当たるので、
500㎖ボトルを６千本作り、水資源を活用し観
光物産に結び付けたい。

問 　町が観光協会に委託している観光ガイドブック
に、協会非会員の宿泊施設が掲載されてなく、非
会員に不利益をもたらしているのでは。

答 　昨年12月発行分は部数も多く刷り直しできな
いが、次回以降は不利益とならないよう掲載確認
を行う。

土木費
問 　当町の除雪業務は、NPOと契約締結している

が、その先のNPOと除雪下請け業者との関係は
把握していない。除雪費の使われ方が適正かどう
かチェックできる条例（公契約条例）を作るべき
ではないか。

答 　公金の管理内容について、追及、把握できるよ
うにする。条例についても検討していきたい。

教育費
問 　英語指導助手業務委託を随意契約とするなら

ば、公募などを行い、随意契約ガイドラインに沿っ
て進めるべきでは。

答 　指名業者の登録など把握できない部分があり、
公募はせず随意契約としている。町内業者の把握
については今後検討する。

問 　25年度に小学校適正配置について方針説明や
周知するための予算は。

答 　予算は計上していないが、通常の消耗品や報酬
の中で行う。

問 　26年度の岩手国体への取り組みは。

答 　夏季国体は25年度に実行委員会を設立し、冬
季国体は県と協議しながら進める。

特別会計
問 　下水道整備事業費の汚水管敷設等工事費が2億

4千万円計上されているが、鴬宿幹線部分につい
ては、どこまで進む予定なのか。

答 　25年度の施行箇所は、鴬宿幹線の天戸西地区
と丸谷地地区である。天戸西地区は、県の流域下
水道と合わせて工事を進めているが、流域下水道
が戸沢公民館付近まで進む予定で、町もそこまで
枝線を施行する予定である。

総括
問 　日赤鶯鳴荘の移転先用地について、町はどのよ

うな返事をしようとしているのか。

答 　３月末まで日赤に返事をするため検討してきた
が、要請のあった鴬宿の苗

びょう

圃
ほ

跡地の一部１万5千
㎡を移転先として許可したいと考えている。

日赤鶯鳴荘の移転候補地となっている南畑小学校東側の町有地

今年の冬は雪が多く、多額の除雪費がかかった
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　一般会計予算では地方債残高の
推移に不安がある。
　委託料をめぐる町民の疑念は底
深いものがあり、これに当局は誠

実に応える姿勢が欠けているのではないか。また、今
回は特に草地の放射能の除染に思い切って取り組んだ
ことは大変評価できるが、その農業行政の整合性に疑
問を感じる。もっと町民生活の改善に大胆に取り組む
よう希望する立場から反対する。
　国保特別会計は、国会決議に忠実に国が相応の負担
をすれば保険税は軽減されるはずだが、それをしない
で負担増を強いていることに憤りを覚える。
　御明神財産区は、そのあり方がどうか今問われてい
るのではないか。
　介護保険制度は、改定されるたびに国民負担が強まっ
ていくもので、強く抗議をしたい。

討 論
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平成25年度予算の議決に対する討論（要旨）
　平成25年度予算の一般会計、特別会計および企業会計を議決
することに対する討論が行なわれました。その要旨を紹介します。

予算特別委員会

町当局に　　　項目の意見を提言44
　雪まつり道路渋滞時の観光客へ
の対応策として、仮設トイレ、道
路標識の
設置等を

検討すべき。

1
意見

　アグリリサ
イクルセン
ターに若手の
雇用をすべき。

3
意見

　銀河ステーション空調設備改
修には、ジオサーマル（地熱）利用
も比較検
討すべき。

2
意見

　住宅リフォーム事業費補助金
は好評なため
24年度で終
了せず、今後

　　　 　も継続を。

4
意見

　昨年同様厳しい質問、意見がた
くさん出された。特に補助金に関
しては、特定財源から除染に関す
る牧草地再生対策事業、担い手を
育むための新規就農総合支援事業や農業集積に関する
もの、また浄化槽設置整備事業など、いずれも不可欠
な事業であると認められる。
　一方、補助金の使途が果たして公正に審査されている
のか、本当に公益性が高いのか、不透明な部分も多々
あると言える。今後さらに精査が必要で、その審査は厳
しく求められる。
　また、委託料について、観光関連では昨年のおよそ
2.5倍と増額になっている。全体では昨年対比では52
万円の増で、金額的にはほぼ同じであるが、スリム化が
できてないと言っても過言ではなく、さらなる絞り込み
が必要と考える。
　今回議会から出された苦言、提言を糧として、当局が行
政力を発揮されることに期待して賛成意見とする。

　　　　　　　　山崎留美子議員　　　　　　　　賛成　　　　　西田征洋議員　　反対
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本会議

 一般会計補正予算（平成24年度主なもの）
○一般会計補正予算（第7号）
補正前の額 補正額 計

85億3975万3千円 3億6023万0千円 88億9998万3千円
▶大村地区中山間地域総合整備事業費負担 900万 0千円
▶除雪機購入 2718万 5千円
▶道路舗装補修工事 5397万 2千円
▶中学校耐震改修工事  2 億 4738万 0千円

 主な質疑

問
　大村地区中山間地域総合整備事業の全体計画と概
算額は。

答

　用排水路は 6850m で 3 億 1800 万円、暗
きょ排水は20.5haで 5470万円、集落道は延長
が720mで 5880万円、営農飲雑用水の総額7
億3440万円、営農飲雑用水の受益世帯計画量は
100世帯329人を見込んで1億1659万円を見
込んでいる。25年度は、営農飲雑用水の実施設計
と用地取得費として岩手県の総事業費が6000万
円であり、そのうち町は15％相当額を負担する。

○一般会計補正予算（第6号）
補正前の額 補正額 計

84億1755万1千円 1億2220万2千円 85億3975万3千円
▶しずくいし観光協会補助金 (増 ) 1350万 0千円
▶道路除雪業務委託料 (増 ) 7211万 7千円

問
　しずくいし観光協会補助金の増額根拠は何か。要
求しただけ助成されるのか。

答

　3種から2種旅行業への登録条件として24年度
の財政状況、基準資産額がある。必要とされる基準
資産額の不足分が550万円、営業保障金の不足が
800万円で合計1350万円を計上した。さまざま
な分野に波及効果も見込まれる業態であるので、公
的な補助金を入れることが妥当と判断した。

 条 例 の 制 定（主なもの）
　条例の制定8件の内、5件は地域主権改革一括法の
制定に伴い、町条例で定める必要が生じたための制定で、
ほぼ国の基準どおりの制定。

○ 雫石町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の制定について
　地域主権改革一括法の制定に伴い、町条例で定める必
要が生じたための制定。

問

　居室の定員は1人とし、1人当たり10.65㎡と
いうことは、町長が認めた場合4人以下とすること
ができるとあるが、4人入ったら4人×10.65㎡
必要なのか。

答 　必要である。

○ 雫石町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定につ
いて
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の制定に伴い、
同法に定めるもののほか、雫石町新型インフルエンザ等
対策本部に関し必要な事項を制定。

 条例の一部改正（主なもの）
○ 雫石町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部
改正について
　年度途中においても賦課対象区域の決定および告示を
行なうことができるようにするための所要の改正。
○ 雫石町公民館使用料条例の一部改正について
　公民館使用料の事後納付についての規定を追加するた
めの所要の改正。

公の施設の指定管理者の指定に関し
議決を求めることについて

（指定の期間　平成25年4月1日から平成29年3月
31日まで）

施　設　名　称 指　定　管　理　者
雫石町農村資源活用施設
（そば打ち体験施設、
農林産物処理加工施設、
日本のハーブ園）

特定非営利活動法人　
　オール・カネージュ雫石
　　理事長　小志戸前　和夫

雫石銀河ステーション 株式会社しずくいし
　代表取締役　高橋　昌治
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議 案
第 1 号

雫石町証人等の実費弁償に関する条例の制
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 ２ 号

雫石町新型インフルエンザ等対策本部条例
の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 3 号

雫石町指定地域密着型サービス事業者等の
指定に関する基準を定める条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 4 号

雫石町指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 5 号

雫石町指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を
定める条例の制定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 6 号

町道の構造の技術的基準等を定める条例の
制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 7 号

雫石町河川管理施設等の構造の技術的基準
を定める条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 8 号

地域社会における共生の実現に向けて新た
な障害保健福祉施策を講ずるための関係法
律の整備に関する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 9 号 雫石町情報公開条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 10 号

雫石町特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償等に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 11 号 雫石町営住宅等管理条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

問 　道路除雪業務委託料が増額された内容は。

答

　12月は前年度並みの出動回数で、1月は昨年度
23日に対し今年は31日間、毎日出動している。
2月も2月13日現在で12日間出動しており、1、
2月はほぼ毎日除雪車を出さなければならない状況
である。今回補正は、2、3月分の除雪予測を含ん
だ額である。

 特別会計補正予算（主なもの）
○国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
補正前の額 補正額 計

20億7893万8千円 1億464万2千円 21億8358万0千円
▶一般被保険者療養給付費（増） 1億 1559万 2千円

○介護保険事業勘定特別会計補正予算（第2号）
補正前の額 補正額 計

15億9149万2千円 3869万1千円 16億3018万3千円
▶地域密着型介護サービス給付費負担金（増） 1280万 9千円
▶介護予防サービス給付費負担金（増） 1433万 1千円

○ 請願第1号　消費税増税に反対する請願書（不採択）
　提出者＝くらしを考えるネットワーク
　　　　　　　　代表者　高橋　克公
　増税による町民生活への影響は懸念されるものの、国
の将来を考えたとき、社会保障の安定的運営が望まれる。
国民皆保険制度という世界的にも誇れる社会保障制度を
堅持することなどを鑑み、本件を不採択とした。

○ 陳情第 1号　下戸沢地内　生活道路の舗装に関する
陳情書（継続調査）
　提出者＝天戸行政区長　畑山　眞　他7名
　当該箇所は幅員が狭いため陳情内容を満たすには拡幅
工事が必要で、隣接する住民の同意や地権者の承諾など、
事前にさまざまな諸条件をクリアしておく必要があるこ
とから継続審査とした。

本会議／議決結果等一覧
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議 案
第 12 号 雫石町都市公園条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 13 号

雫石町公共下水道事業受益者負担に関する
条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 14 号 雫石町公民館使用料条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

議 案
第 15 号 平成 24 年度雫石町一般会計補正予算 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 16 号

平成 24 年度雫石町国民健康保険特別会計
補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 17 号

平成 24 年度雫石町御明神財産区特別会計
補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 18 号

平成 24 年度雫石町下水道事業特別会計補
正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 19 号

平成 24 年度雫石町農業集落排水事業特別
会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 20 号

平成 24 年度雫石町簡易水道事業特別会計
補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 21 号

平成 24 年度雫石町介護保険事業勘定特別
会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 22 号

平成 24 年度雫石町立雫石診療所特別会計
補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 23 号

平成 24 年度雫石町後期高齢者医療特別会
計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 24 号 平成 24 年度雫石町水道事業会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 25 号 平成 25 年度雫石町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 26 号

平成 25 年度雫石町国民健康保険特別会計
予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 27 号

平成 25 年度雫石町御明神財産区特別会計
予算 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ● 可決

議 案
第 28 号

平成 25 年度雫石町下水道事業特別会計予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 29 号

平成 25 年度雫石町農業集落排水事業特別
会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 30 号

平成 25 年度雫石町簡易水道事業特別会計
予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 31 号

平成 25 年度雫石町介護保険事業勘定特別
会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 32 号

平成 25 年度雫石町介護保険介護サービス
事業勘定特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 33 号

平成 25 年度雫石町立雫石診療所特別会計
予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 34 号

平成 25 年度雫石町後期高齢者医療特別会
計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 35 号 平成 25 年度雫石町水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 36 号

雫石町の辺地に係る公共的施設の総合整備
計画の策定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 37 号 町道路線の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 38 号

公の施設の指定管理者の指定（雫石町農村
資源活用施設） 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 欠 〇 可決

議 案
第 39 号

公の施設の指定管理者の指定（雫石銀河ス
テーション） 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 40 号

雫石町・滝沢村介護認定審査会共同設置規
約の一部変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 41 号

平成 24 年度雫石町一般会計補正予算（第
７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

議 案
第 42 号

雫石町・滝沢村障害程度区分認定審査会共
同設置規約の一部変更の協議に関し議決を
求めることについて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

発 議
第 1 号 雫石町議会会議規則の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

発 議
第 2 号 雫石町議会委員会条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決

○ ･･･ 賛成、●…反対　欠…欠席　※猿子議長は採決には加わりません。
・議案１号から議案 14号については、猿子議長が欠席のため、石亀副議長が議長を務めました。
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町長／食育への関心を高め、理解を深める
雫石町食育推進計画の現状は

20年後の子どもたちを考えて、
食育するなら
今でしょ！

 問 　子どものころから食べることの意
味と重要性を知り、安全・安心な食べ物
を選択する力を養うことが重要だ。食に
対する感謝の心や望ましい食生活を習得
のための食育に対する取り組み状況は。
 町長 　食育を推進するにあたり、町で
は五つの指標と目標を設置している。
　１． 朝食を食べる児童、生徒の割合は

95％
　２． 家族そろって食事をする割合は

88.4％
　３． 学校給食に地場産物の使用割合は

米 100％、野菜 33％
　４．食生活改善推進員数は 116 名
　５． 食育月間を知っている人の割合は

15.4％
　食育への関心を高め、目標が達成され
るよう広報紙などを通じ
て広く周知を図っていく。
 学校教育課長 　小学校で
は週４日が米飯、１日がパ
ン食。中学校では週３日が
米飯、２日がパン食。栄養
士が各学校を年２回訪問
し児童、PTA を対象に食
育指導を行っている。
 健康推進課長 　子育て支
援教室で離乳食の勉強。小
学校の親子教室では親子
の食育教室。高校生を対象
に貧血予防。障がい者の食

生活支援で施設訪問。中高年を対象に高
血圧予防、24 年度は西山、御明神地区
を重点に活動をしている。

食育運動こそが住民主役のまちづくりだ
 問 　お金を出せば何でも買える、便利
だから、楽だから。食の乱れによって体
の病気、心の病気の原因になっている。
食べ物が人生を変えると言っても過言で
はない。食の大切さに町を挙げて取り組
んでは。
 町長 　健康寿命が日本一になった長野
県の取り組みも精査しながら、雫石町で
できるだけ食に関心を持ってもらい健康
な生活が送れるよう頑張っていきたい。

質問者／

田
た

屋
や

舘
だて

愛
あい

子
こ

 議員

幼児期の食事は大切なもの
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町
長
／
国
の
方
策
を
注
視

介
護
保
険
と
、
生
活
保
護
基
準
改
正
の
影
響
は

 問 　安倍内閣がいまでさえ
重税感の強い消費税を 5％か
ら 8％、さらに 10％ へと税
率を上げることを決めたが、
同じ時期に介護保険制度で保
険料のさらなる負担増、各種
利用料も大幅に引き上げよう
としており、同時に生活保護
基準の引き下げの計画が具体
化してきた。このことは、消
費税増税を社会補償充実のた
めの財源にするという口実が
全くのウソだったことがはっ
きりした訳だが、その影響は
どんなものがあるか。
 町長 　現時点では国から具
体的な改正案が出されていな
いが、制度改定は介護保険料
や利用者負担への影響が避け
られないものであり、懸念さ
れるところだ。
　生活保護基準の引き下げ
は、非課税限度額に関係して
くることから新たに課税対象
者が生まれる場合があると予
測される。
 意見 　2010 年の介護保険の
改定のアウトラインが示さ
れ、数字も出ている。要支援
者の利用料で負担が 1 割か
ら 2割の計画、年収 320 万円

以上の人の利用料も 2割負担
に、ケアプランの作成を有料
にする。これだけで320億円。
ちなみにこの額は政党助成金
とぴったり重なる。さらに居
住費も 60 億円の増。利用抑
制で逆に重症化の危険が出て
くる。
　生活保護費の引き下げで、
何ら収入が変わっていないの
に生活保護打ち切りの世帯が
出る。打ち切られた上にさら
に新たな課税負担が強まる。
国民のすべてに保障されるべ
き健康で文化的な生活基準を
維持すべき制度が崩壊してし
まう。

手厚い就学援助を
 問 　雫石町で就学援助を
受けている小中学生の率は
11％を超える。生活保護基
準が引き下げられてもいま受
けている人たち全部に適用す
べきではないか。
 町長 　今後さらに対象者が
増えるものと思われ、認定基
準の引き下げも視野に入れて
検討したい。

農業問題を
もっと質問したかったなぁ…

質
問
者
／

西に
し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

0

200

400

600

800

1000

1200

1400 被保護世帯数 被保護人員

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度
盛岡広域振興局管内の町村における生活保護の状況
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町長／JR盛岡支社に要望を継続
雫石駅の改札口を１階に

質問者／

上
うわ

野
の

三
み

四
よ

二
じ

 議員

できない理由を
答弁するのではなく、
どうすればできるか
みんなで考えよう。

 問 　雫石銀河ステーション（JR雫石駅）
は利用者から不評である。改札口を 1階
にし自動改札化すべきである。また、2
階の産直店を 1階に移転し、周辺住民も
利用しやすいようにしてはどうか。
 町長 　利用者の要望があることを申し
入れているが、極めて困難と回答を得て
いる。今年 1月の利用実績は、一日当た
り新幹線 81 人、在来線約 1千人の乗降
者があり、今後の利用者サービス向上の
ため、JR盛岡支社に要望を継続していく。
　産直コーナーは、農山漁村活性化支援
交付金を活用したことから、現状利用し
たいと考えている。

ILC* の誘致活動を積極的に
 問 　ILC の国家プロジェクト計画があ
り、本県も有力候補地に挙がっている。
子どもたちの夢の実現や東日本大震災の
象徴と位置づけ、産学官が連携した戦略
方針であり、人材育成や産業振興にも大
きな期待がもたれる。県と連携し、もっ
と積極的に推進行動をすべきと考えるが
どうか。
 町長 　誘致は、当町を含む東北全体に
大きな効果と期待があり、東北が一丸と
なって取り組むテーマと考えており、町
としては町村会はじめ関係組織、機関と
連携して誘致活動に取り組む。

AED（自動体外式除細動器）の使用指
導の強化を
 問 　町内の公共施設等にAEDは 48 施
設 54 台設置されていると聞く。全国の
救命事例も多くあるが、当町の場合、緊
急時に実際に活用できるか疑問を感じ
る。非常時に備え、使用指導の強化を図
るべきであるがどうか。
 町長 　適切に管理運営されるように、
盛岡西消防署雫石分署の指導を受けなが
ら、自主防災会による訓練やAEDを適
切に使用できる人が増えるよう実施訓練
に取り組んでいく。

※ILC（国際リニアコライダー）… 国際協力による電子・陽電子衝突型線形加速器の開発計画で、現
在達成しうる最高エネルギーで電子と陽電子の衝突実験を行う。

改札口を利用するには、
いったん２階に上がらなければならない
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 問 　以前、国道 46 号沿い
に温泉付き道の駅を提案した
が、一気には難があるので
徐々に産直施設等から始め、
希望する商店の移設や誘致を
計画してはどうか。
 町長 　JA 新岩手が産直を
開店したこともあり、現在、
マニフェストで提案の「道の
駅と競合しない道の市」構想
は検討していない。今後、商
店街と 46 号沿線の展開のあ
り方については、どう支援す
べきかを検討していきたい。
 問 　商店街通りは、できれ
ば車両通行止めか一方通行に
し、歩道を広くして閑静な住
宅中心としてはどうか。そし
て、例えが適切ではないかも
しれないが「還暦通り」にで
もして、高齢化が加速する町
の住民が、くつろげる憩いの
空間としてはいかがか。
 町長 　22 年からの商工会お
よび道路管理者である盛岡広
域振興局土木部と住民との
意見交換会で、方向性がま
とまっていな
い。25年度に
同土木部によ
る上町地区沿
道整備計画
検討ワーク
ショップ開催
が予定されて
おり、推移を
見守りたい。

町
長
／
関
係
者
の
熱
意
と
意
向
を
尊
重
し
て
検
討

質
問
者
／

加か

藤と
う

眞ま

純す
み 

議
員

「環境・エネルギー対策課」
にしては
 問 　エネルギー対策は、環
境対策課の片手間仕事ではな
く専門知識を持った窓口を設
け、事業化支援や町による事
業化など積極的に取り組むべ
きで、課の名称も「環境・エ
ネルギー対策課」にしてはい
かがか。
 町長 　今後のエネルギー政
策の動向を注視しながら、庁
内全体組織の見直しの機会に
検討していきたい。

地熱熱水供給事業の再開を
 問 　再生可能エネルギーの
さらなる普及・拡大が必要と
されている。県や国に 2006年
に中断された熱水供給事業
（要所には配管敷設済み）の再
開要望を、強く働きかけてい
くことが必要、急務ではないか。
 町長 　町内山麓のあちこち
に可能性があるので、専門業
者と相談しながら展開してい
きたい。

国
道
46
号
沿
い
に
商
店
移
設
や
誘
致
を

商店街通りを歩行者天国にし、
閑静で情緒溢れる

還暦通りにでもしたら
歩く人も増えるだろうな。

■他にこんな質問もしました
・雫石町職員の定員適正化
・道の駅「あねっこ」の温排水熱の回収を
・自然エネルギーの導入に際し町で 50％助成を
・公用車に EV（電気自動車）導入を

日中でも人通りがまばらな元町商店街
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 問 　総合計画推進モデルプロジェクト
の14haの町有地利用については、福祉・
医療関連の施設を民間団体、企業からの
協力を得て進めたいという話だったと記
憶しているが、実現が不明瞭である。
　昨年９月議会で質問した、東北大学の
教授が同行してオファーしたとされる重
粒子線がん治療施設を、この町有地に
持ってくる方が実現性があったのではな
いか。本当かは分からないが、町は議会
と協議の上返事すると答えたと聞いた。
なぜ議会に説明しなかったのか。
 町長 　福島原発事故後の治療という大
きな目的もあり、東北地区にそのような
施設が必要ではという話しはあった。オ
ファーがあったとかは、どこからの情報
か分からないが、事業の実施方向でオ
ファーがあった訳でもないので断ったと
言う状況でもない。

平成 25年度事業等
 問 　小岩井地内の町有地 14ha の活用
先行プロジェクトについて 25 年度に事
業として取り上げない理由は。
 町長 　２つのプロジェクトを先行し、

質問のプロジェクトはさらに検討を進め
取り組んでいく。
 問 　行財政改革を 25 年度事業として
取り上げない理由は。
 町長 　終わりのない不断の取り組みと
しての行財政改革は、施策の重点事業と
しての位置付けではない。
 問 　雫石ローカルマニフェスト 2010
で、町民と約束している町民所得 10％
増はどうなっているか。
 町長 　東日本大震災などの影響が続く
社会経済情勢などから、実現困難と思わ
れる。
 問 　地方自治体のコンプライアンス
（法令遵守）に係ることで、NPOの領収
書偽造や予算使い切り問題、補助金など
の不正受給、民地の不法占拠、固定資産
税の誤徴収などの不祥事が報道されてい
る。地域社会の指導的立場にある自治体
として、当町の取り組みは。
 町長 　今後、コンプライアンス体制の
強化、倫理マニュアル作成を検討する。

町長／オファーはなく、断った状況でもない
重粒子線がん治療施設のオファーは

重粒子線プロジェクトが
雫石にくればなー

質問者／

大
おおむら

村昭
しょう

東
とう

 議員

■他にこんな質問もしました
・学力を育む環境事業の「確かな学力を
育むため」とは
・地域産業支援強化事業の畜産物の６次
産業化とは 14ha の活用が検討されている旧落葉果樹試験場跡地
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 問 　町の指定管理施設数は
現在 33 あるが、全国的には
制度導入以降の事故も多発し
自治体が損害賠償を支払うと
いう事例がある。制度目的は
多様化する住民ニーズに効果
的、効率的に対応することだ
が、指定管理の開始から 7、
8 年経過しているものもあ
る。いま一度公の施設のあり
方の検討が必要ではないか。
 町長 　年度初めに指定管理
の申請書とともに全体事業計
画書および収支計画書を提出
し、年度終了後は業務報告書
の提出を義務付けている。業
務の実施や施設の利用、収支
状況や自主事業の運用の中で
課題も見え始めている。施設
の設置目的に沿って適切に管
理運営されているかなど再確
認し、検討する必要がある。
 問 　指定管理者制度に切り
替わって、委託料や効率性を
比較し、把握をしているか。
 総務課長 　16 年度以降、2
～3 回更新している施設はあ
るが、その都度所管課で経緯

町
長
／
運
用
の
中
で
課
題
は
見
え
始
め
て
い
る

質
問
者
／

山や
ま

崎ざ
き

留る

美み

子こ 

議
員

を踏まえ経費等について勘案
し再指定しているので把握は
されていると思う。
 問 　指定期間が 26 年 3 月
31 日まであるありね山荘は 4
年間で 1200 万円、老人憩の
家鴬宿荘は 2900 万円の指定
管理料であるが、区分は異な
るものの金額に差があるのは
なぜか。
 観光商工課長 　ありね山荘
は、町内外の方の入浴施設で
歳入があり、管理費の不足額
300 万円を指定管理料として
いる。また、約 250 万円以上
の入湯税も町に入っている。
 福祉課長 　老人憩の家は、
維持管理費や人件費の部分で
管理料を支払っている。
 問 　指定の手続等に関する
条例には運営協議会の設置記
述がないが、第三者によるモ
ニタリングも含め定めるべき
ではないか。
 総務課長 　さまざまな分野
で課題が見えてきているの
で、今後に向けて検討してい
きたい。

指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
を
明
確
に

「指定管理」とパソコンで打ったら
「私邸管理」と出てきちゃった！

変換ミスしないように
気をつけよう。

■他にこんな質問もしました
・「顔の見える」町政運営について
・モデルプロジェクト推進の具体的スケジュールについて

指定管理者制度で運営されているありね山荘
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 問 　水の供給は、責任の重大性から多
くの自治体が直接運営であるが、水道事
業を包括的に民間委託するアウトソーシ
ング（外部委託）はどうか。
 町長 　水道事業は、取水、浄水、配水
の各施設合わせて 30カ所となる。また、
導水、送水、配水の管路延長は約267 km
になる。委託は維持管理業務、規模の大
きい浄水場、配水池は、個別業務委託し
ている。包括的な民間委託は現時点で計
画はないが、水道事業を将来も持続可能
とするため検討する。

債権管理条例の制定
 問 　町税、使用料等の滞納に対する徴
収業務の体制整備、情報やノウハウの共
有化と、債権回収条例の制定が必要と考
えるがどうか。
 町長 　町税等債権の徴収率向上は、財
源確保のため重要な課題である。町債権
は、町税、国保税、使用料など多種多様
であるが、法令で定められていない部分
の条例化は検討する必要がある。

学力テストの結果と学力向上対策
 問 　24 年度の当町小・中学生の学力テ
ストの結果をどう受け止めているか。ま
た、今後の学力向上に対して所信を伺う。
 教育委員長 　小学校の国語、理科は全
国、県平均を上回っているが、算数は全
国平均とほぼ同じ。中学校の国語、理科
は全国、県平均を上回っているが、数学
は全国、県平均を下回る結果になってい
る。学力向上対策として、教員の授業力
向上の研修を充実させるほか、家庭学習
と授業の連動を図り、家庭の協力を呼び
かけていきたい。

町長／現状に合う民間委託を検討
水道事業のアウトソーシングを

学力が高いということは、
家庭、地域、学校の

喜びであると思うが･･･。質問者／

石
いしがめ

亀　貢
みつぎ

 議員

人の暮らしに安全・安心な水の安定供給は欠かせない
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 問 　新年度における雫石町
総合計画推進モデルプロジェ
クトの事業内容はどのような
ものか。
 町長 　集約した 7つのプロ
ジェクトの中から、①雫石型
自然環境創造プロジェクトと
②医療福祉ネットワーク強化
プロジェクトを先行実施。①
は、町産木材の伐採から活用
までの方策を検討し、地域資
源の顕

けん

在
ざい

化を図ることを目的
とする。町産材を用いた仮設
の小屋とパーゴラ（テラスの
上に組む棚）を作る町産材ワー
クショップを実験的に開催。
②は、相談やコーディネイト
を重点的に行う小規模多機能
施設、訪問診療、訪問看護ス
テーションを視野に入れた地
域包括ケアシステムの構築に
向けた調査、検討を行う。なお、
このプロジェクトの検討から
町有地14ha活用プロジェクト
にも取り組み、事業化につな
げていく。

町
長
／
特
定
地
域
再
生
計
画
策
定
事
業
と
し
て
継
続

質
問
者
／

杉す
ぎ
さ
わ澤

敏と
し
あ
き明 
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産業振興の推進体制は
 問 　町長は「産業再生戦略
会議は、24 年 3 月に終了し、
3懇談会（新生農林業懇話会、
工芸作家との懇談会、町内企
業経営者との懇談会）の体制
で産業振興策に取り組んでい
く」としていたが、25 年度
はどのようにしていく考えな
のか。
 町長 　新生農林業懇話会を
発展させ、強い農林業づくり
会議を開催し、当町農林業の
課題解決を講じるための具体
的施策についての提言をまと
めていく。観光については、
観光関連組織によって構成さ
れるプラットフォーム（基盤）
の形成を推進するため、中核
組織となるしずくいし観光協
会への支援策として、第 2種
旅行業登録に必要な予算（補
正第 6 号、1350 万円）を計
上した。着地型旅行商品の企
画販売、人材育成等を強化し
ていく。

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
年
度
の
取
り
組
み
は

ひとりごと
チョット 

モデルプロジェクトの
完成度を上げ、早く事業展開
するようにしないと…。

■他にこんな質問もしました
・施政方針演述について（提案・改善・実行の具体例）

強 化

14　　h   a
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 問 　岩手県では今期、インフルエンザ
流行警報を発令した。一般的に、季節型
インフルエンザ罹

り

患
かん

率は、15 歳以下が
一番でまん延の危険が非常に高いと言わ
れている。この予防接種助成を拡大する
ことは児童、生徒のみならず、町民への
まん延防止の一助にもなるので、小中学
生へ予防接種助成拡大の考えを伺いたい。
 町長 　インフルエンザが町民生活に与
える不安や影響などを最小限に食い止め
る必要性は十分に認識しており、できる
だけ早い時期に教育、医療などの現場の
意見を伺い、その助成範囲の拡大につい
て検討したい。

 健康推進課長 　4月中に町内の開業医
の先生方と相談し、調整を図ってその後の
補正対応等を実行する方向で検討したい。

アグリリサイクルセンターの現状は
 問 　家畜排せつ物の管理適正化及び利
用促進に関する法律により、当町では
10 億円もの巨費を投じて 16 年よりアグ
リリサイクルセンターを稼働させている
が、稼働状況と機械等の補修状況、資源
循環型農業の現状と今後の推進のあり方
はどうか伺いたい。
 町長 　牛の糞尿と食品残

ざん

渣
さ

の処理は、1
日当たりの計画処理量 49t に対し、23年
度 51.9％、24 年度は 1月末で 57.3％で
あり、年間計画生産量は6387tに対して、
23年度 48.7％、24年度 44.2％となって
いる。
　年度別の修繕状況は、22年度437万円、
23 年度 498 万円、24 年度 1188 万円と見
込んでいる。町では、町内産の完熟堆肥
を利用した農産物を認証する町農産物認
証制度の推進や「安全、安心」な産地づ
くり推進事業による資源循環型農業の促
進に努め、消費者の安心と信頼の確保や
消費拡大に取り組んでいる。
　今後は、この施設の機能を十分に発揮
することを最優先にしながら、多くの
農家に利用される品質の高い堆肥を生産
し、資源循環型農業をさらに推進する。

町長／範囲の拡大を検討したい
予防接種助成を拡大しては

質問者／

岩
いわ

持
もち

清
きよ

美
み

 議員

接種率を高めなければ
何にもならない。

児童・生徒の保護者にも
認識してもらわねば。

インフルエンザの予防接種は
医療費の抑制にも役立つかも
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 問 　当町に福祉施設を開設
している法人に対し、数年間
固定資産税を徴収していたこ
とが判明した。どのような対
処が行われ、誤徴収の検証は
されたのか。今後の監視体制
は。
 町長 　他県においての誤徴
収を報道で知り、確認したと
ころ、当町でも該当があった。
早急に返還処置をした。法改
正の理解不十分と事業調査不
足が原因。
　県、関係事業者などからの
情報収集を行い、確認項目の
チェックリスト化や職員の知
識と意識の向上を図る。

生活保護制度の見直しによる
影響は
 問 　生活保護制度の生活扶
助費が見直されるが、保護費
が下がった場合、町として補
てん等考えているか。対象者
への聞き取りや見直しをどう
行うのか。
 町長 　生活保護の実施機関
の盛岡広域振興局によれば、
25 年 1 月末現在で 102 世帯
140 人が対象である。国の正
式通知がまだ示されていない
ため、現時点での影響の把握
は困難である。
　生活保護制度は国の制度設

町
長
／
情
報
収
集
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
や
知
識
と
意
識
の
向
上
を
図
る

質
問
者
／

幅は
ば

　
秀ひ

で

哉や 

議
員

計、費用負担で行うものであ
るから、町として減額処置や
聞き取り、見直しを行うもの
ではない。対象者の相談や支
援を受けやすいように盛岡広
域振興局と連携して取り組む。

体罰の有無と周知徹底は
 問 　体罰による問題が起き、
各方面で調査が行われてい
る。当町で体罰、パワーハラ
スメントの調査は行われたの
か。その有無と体罰に対する
考え方、周知徹底はどのよう
にするのか。
 町長 　調査は 2 月 15 日付
で全小中学校へ依頼し、報告
書は 3月 8日までに教育委員
会へ提出するよう依頼してい
る。
　体罰は学校教育法第 11 条
で禁止されているが、懲戒は
教育上必要と認められるとき
は行うことができる。体罰な
のか懲戒なのかの判定を画一
的にすることは困難である。
　家庭との十分な連携を通
じ、教員と児童生徒、保護者
間の信頼関係を築き体罰のな
い学校作りを指導していく。
教育現場では書面、会議で学
校長に指導し、学校長が教職
員にコンプライアンス（法令
遵守）の徹底を指導する。

固
定
資
産
税
誤
徴
収
の
検
証
と
対
策
は

星 飛雄馬の
大リーグ養成ギブスは体罰？
100本ノックは体罰？

■他にこんな質問もしました
・教育長の教育理念は
・スポ少活動への調査、聞き取りは
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　総務常任委員会（谷地善和委員長）
は、以下の所管事務調査を行いまし
た。

１. 所管事務調査（12月12日）
　財務 4表について、企画財政課よ
り説明を受け、発生主義による会計
方式での経営成績や財政状態を調査
しました。また、広域消防関連整備
計画について防災課より説明を受
け、25 年度計画としてポンプ車お
よび広報車の更新、役場や公民館等
への太陽光発電パネル設置について
も調査しました。

２. 請願審査、所管事務調査
　　（3月6日）
　「消費税増税に反対する請願」を
審査しました。その結果、増税によ
る町民生活への影響は懸念されるも
のの、社会保障の安定運営が望まれ、
高齢化社会の進行と医療費の増加は
間違いなく、社会保障制度堅持を鑑
み、「不採択」とすべきものと決定
しました。
　また、今後の閉会中の継続調査事
項は次のとおり行います。
1. 財政健全化について
2. 定住促進について
3. 廃屋空家対策について

　教育民生常任委員会（加藤眞純委
員長）は、以下の所管事務調査およ
び現地調査を行いました。

１. 所管事務調査（12月14日）
　患者輸送バスに係る生活交通対策
事業の見直しについて、今後の委員
会活動予定を確認。12 月 21 日に町
民課より説明を受ける事を確認しま
した。

２. 所管事務調査（12月21日）
　町で運行しているバス事業の確認
として町民課（デマンドバス）、学
校教育課（スクールバス）、健康推
進課（患者輸送バス）より説明を受
けました。

３. 所管事務調査（2月15日）
　人権擁護委員の推薦について福祉
課より説明を受け、当局より推薦さ
れた方は多数の職務を兼務している
ため、再考を求めることにしました。

４. 所管事務調査（2月19日、
　　22日）
　各地区体育会より現状と課題につ
いて懇談を行いました。

５. 所管事務調査（3月11日）
　町の平成 25 年度事業について、
所管課より聞き取りを行いました。
また、今後の閉会中の継続調査事項
は次のとおりです。
１. スポーツ振興のあり方について
２. 患者輸送バスに係る公共交通体
系の見直しについて

　産業建設常任委員会（川口一男委
員長）は、以下の所管事務調査およ
び現地調査を行いました。

１. 所管事務調査（２月13日）
　所管する観光商工課、地域整備課、
上下水道課、農林課、環境対策課、
農業委員会から、25 年度における
重点事業の聞き取り調査を行いまし
た。

２. 陳情審査（3月6日）
　陳情第 1号「下戸沢地内 生活道
路の舗装に関する陳情書」について、
現地調査を行った結果、道路幅や排
水等の問題があるため「継続審査」
とすべきものと決定しました。
　また、今後の閉会中の継続調査事
項は次のとおりです。
　1農業・観光の振興策について
　2. 特産品の開発について
　3. 産業振興について
　（熱水の再利用に係る調査研究）

調査実施日／
平成24年12月12日、
平成25年３月６日

調査項目／
所管事務調査

総務

調査実施日／
平成24年12月14日～
平成25年３月11日

調査項目／
所管事務調査

教育民生

調査実施日／
平成25年2月13日、
平成25年３月６日

調査項目／
現地調査、所管事務調査

産業建設

常任委員会●活動報告

陳情箇所を調査する産業建設常任委員
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　各小委員会の検討を終了した調査事項について協
議がなされ、改革に向けた取り組み事項を新たに追
加しました。なお、調査、検討事項は第12回特別
員会（全体会）で決定した事項をもって、すべて終
了しました。
　また、今後の進め方について協議し、改革するべ
きと決定した事項の実施・監理と議会基本条例の検
討を行っていくこととしました。

議会改革特別委員会 その 7
第12回特別委員会（全体会、H25.2.22開催）
○議場内の映像を配信することについて
　住民のだれもがいつでも議場の審議の様子を
見聞できるように、庁舎内や地区公民館、各家
庭にインターネットを利用した映像配信（生中
継、録画の両方）することとしました。早期に
実現できるよう取り組んでいきます。

今年も「住民と議会との懇談会」
を開催します！

　雫石町議会では、住民の皆様への町政に関する情報提供と、
皆様のご意見、ご要望を広くお聴きするため、昨年に引き続き
「住民と議会との懇談会」を開催いたします。
　今年は下記の3日間、2会場ずつの計6回開催いたします。
時間は午後7時から午後8時30分を予定しています。
　どの会場にいらしていただいても結構ですので、ぜひ会場に
足をお運びいただき、皆様の声をお聴かせください。 昨年の懇談会の様子

懇談会開催スケジュール一覧表
開催日 ５月７日（火） ５月８日（水） ５月９日（木）

会　場
雫石公民館（教養室） 東町公民館 高前田一公民館

小松公民館 橋場小学校（１階ホール） 南畑小学校（１階ホール）

※ 各会場の出席者など詳細につきましては、4月第2週の区長配布のチラシもしくは雫石町のHPをご覧く
ださい　（雫石町HPアドレス　http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/）

特に気にしていない
　　　　　 61.1％

読みやすい
　36.1％

読みづらい
　　2.8％

横書きの紙面はどう思いますか

わかりやすい
　　　67.7％

どちらでもない
　　　　29.4％

わかりづらい
　　　2.9％

議会広報の内容は

ちょうど良い
　　　88.3％

少ない　8.8％
多い　2.9％

議会広報のページ数は

一般質問
　　　27.3％

各定例会の内容　12.1％

請願陳情の取り扱い　5.0％

町行政の取り組み
　　　 　21.2％議会の取り組み　17.2％

町民参加記事　9.1％

委員会活動　8.1％

興味を持っている記事は何ですか

＊＊＊アンケートにご協力いただき、ありがとうございました＊＊＊

　議会広報84号の発行に合わせて行った「しずくいし議会だより」に関するアンケートにつきましては、多数の
ご回答をいただき誠にありがとうございました。
　皆様から寄せられましたさまざまなご意見・ご要望を、今後の広報紙作りの参考とさせていただきますので、こ
れからもよろしくご指導くださいますよう、お願い申し上げます。

【しずくいし議会だよりに関するアンケート結果】
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横
よこ

手
て

　純
じゅん

治
じ

さん
（56歳・上町1・2行政区）

観光について

　八
はっちょうの

丁野　賢
けんいち

一さん
（51歳・八丁野行政区）

和牛オリンピックへ出場して

　当町は、一次産業、観光産業が大
きな収益の柱だと思います。みんな
わかっている事ですが、今一度考え
てほしい事です。
　他市町村の人と会い、雫石出身と
言うと「雫石は観光する所が多くて
お客が沢山行くから良いですね」と
言われます。ただ、今のままではお
客は減ることはあっても、増えるこ
とはないと思います。
　長山街道では、個々の力を連動し
て集客ができているように見えま
す。それも、岩手山や温泉、小岩井
など元々の資源をうまく活用してい
るように思います。議員、役場、観
光産業者を中心として、その他多く
の意見を聞き町全体で、観光客が増
える施策を話し合って、今後の発展
につなげるよう（集客）に期待します。

　５年に一度の和牛オリンピックへ
の出場は、なかなか経験の出来るこ
とではなく、出品に当たり、分から
ないことばかりでした。一年以上前
よりご指導していただいた方々に感
謝しております。
　長崎の会場では、普段と異なる環
境で、早朝より役場、JAの職員の皆
さん方に、仮牛舎での作業等、いろ
いろとお世話をしていただきながら、
毎日が不安と緊張の連続でした。
　緊張がピークになりかけていたこ
ろ、会場に来てくださいました深谷
町長、猿子議長をはじめ多くの方に
応援と激励をいただき、少し緊張が
ほぐれました。
　本番では、満足のいかない結果も
あり、反省の残ることばかりでした
が、全国の和牛農家が努力する姿を
見て、とても励みになりました。
　今回は JA新いわてから12頭の出
品、そのうち町内より５頭も出品さ
れそれぞれ入賞して大変嬉しく思い
ます。
　次回開催される宮城県では、町内
産の和牛が一頭でも多く出場し、上
位入賞を目指して欲しいと思います。

　二戸市から移住して 15 年、建築
業を営んでおります。雫石町も若者
の流出による後継者不足、過疎化が
深刻です。子や孫が魅力ある町と感
じ「住んでみたい町」でなければな
りません。
　わが子も雫石町で子育てをし、私
自身も母が介護施設でお世話になっ
ております。保育も介護も入所の待
機、高額な入所料。入所料について
は、同居世帯は皆の所得ゆえ、内情
の配慮なく高額となります。これも
また核家族化の要因となります。自
然にも恵まれ、盛岡市にも程よい距
離にある雫石はとても魅力的ではな
いでしょうか。
　町民の生活が第一です。町民が抱
える町の借金は莫大です。給料はす
べて税金です。議員定数、役場職員
の人数は多すぎます。それだけの働
き、成果は挙げられていますか。

　後世が雫石に定住し、わが町を盛
り上げようという政策と成果を期待
します。で、観光客が増える施策を
話し合って、今後の発展につなげる
よう（集客）に期待します。

議会へのひとこと
――皆さんの声を聞きました

　　　　　　　　

田
た

口
ぐち

　秋
あき

男
お

さん
（57歳・籬野行政区）

魅力ある町づくりを
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　私の実家は下町の名子です。屋号は徳右エ
門で、７人兄弟の６番目として生まれました。
昭和 32 年、中学校の先生より川崎の美容院
で見習いを２名募集していますと教えていた
だき、親友の山田ハシメ（旧姓田中）さんと
２人で上京しました。
　その当時は、多くの皆さんも経験されたと
思いますが、上京してからは苦労の連続でし
たが友人と励まし合いながら頑張りました。
途中何度もくじけそうになりましたが、時折
くる母からの励ましの便りを見て、心配をか
けてはいけないと思いふんばり、働きながら
通信教育で美容師免許を取得し、23 歳まで
同じ美容室に勤めました。昭和 40 年退職し、
東芝勤務だった夫と結婚し３人の子どもたち
に恵まれました。そして昭和 55 年には念願
の美容院を横浜に開業しました。
　子どもの頃の記憶ですが、母（ナミ）は歌
が好きで盆踊り、秋祭りなどで歌っていまし
た。コンクールなどでもらったトロフィーも
たくさんあり地元では有名だった思い出があ
ります。現在実家は親はもちろん、兄やおい

も他界しましたが、毎年８月になると実家を
引き継いでいる家族（秀子）より「何

い つ

時こちら
に来るの？待ってるよ！」と連絡をくれるの
で大変感謝しています。雫石では大村昭東議
員さんをはじめ、多くの同級生の方々が頑張
られてるのを耳にします。帰省した際には少
し声をかけるとすぐに数人が集まってくれる
ので楽しいひとときを過ごすことができます。
　現在の状況ですが、孫の通う小学校の見守
りボランティアをしています。毎朝通学路に
立って、子どもたちを見守っています。また、
15 年前より新舞踊に挑戦し、横浜の桜木町
駅近くにある紅葉坂の青少年センターにて毎
年２月に行われる発表会では関東方面に住ん
でいる同級生の数名が皆で会えるのを楽しみ
にして見にきてくれます。
　故郷を離れて 50 年以上がたちますが、皆
さんにお会いするとすぐに幼い頃にタイムス
リップした感覚になり、雫石なまりで話しに
花が咲きます。これからも、雫石に帰省して
皆さんとお会いして楽しい時を過ごしたいと
思っています。

故
郷
・
同
級
生
が
今
で
も
心
の
支
え

太田サチさんプロフィール
昭和 16年生まれ。
雫石小学校―雫石中学校―佐々木美容室―横浜理容美容高等学校
―昭和 55年太田美容室開業し現在に至る。趣味新舞踊。
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おお

田
た

サチさん（旧姓柳屋）

家族旅行（左端筆者）

上寺（広養寺）にて兄夫婦や孫と 踊りの発表会
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ご縁があり、町外から迎えられた
「お嫁さん」

沼
ぬま

野
の

　好
み

津
つ

江
え

さん（37歳　宮古市山口出身）
（旧姓：小笠原、南行政区在住）

Q- 震災の影響はありましたか？
- 実家は高台のため直接影響はありませんでしたが、いとこが亡くなったり、
宮古市は大変な被害でした。少しずつではありますが、皆様の支援により
復興しており感謝しております。

Q- 雫石町で暮らしてみていかがですか？
- 雪の多さに驚きました。

Q- 町に望むことは？
- 雫石町にはいつまでも、夏にはホタルが見られて、冬には子どもたちが雪
で思う存分遊ぶことのできる自然あふれる町でいてほしいです。3人の小
学生を持つ親としては、子育て支援のさらなる充実を望みます。

【議長交際費内訳（1月 ~3月）】

情報
公開

●議長交際費執行状況
【議長交際費とは】
 　議長等が議会を代表し、外部との交渉、
情報収集、町政協力者への謝意を表すた
めに係る経費で、会費や香典などです。

月 葬祭費 お祝い、会費

１ ０件 －円 ４件 1万6000円

２ ０件 －円 ６件 2万0800円

３ ０件 －円 ３件 1万3000円

合計 ０件 －円 13件 4万9800円
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家族みんなで（夫の和浩さん、長男の滉平
君（小３・右側）、次男の慎平君（小２・
中央）、長女の友香ちゃん（小１・左側）と）

■ 編集デスク
　前号でお願いいたしましたアンケートにご協力いただき、ありがと
うございました。各議員も町民の皆様と議会との距離を縮め、ご意見・
提言を町政に反映させるよう日々取り組んでいます。
　議会だよりや、ホームページ等で議会の話題をお知らせしています
が、今回はアンケートにより、皆様のお考えをお知らせいただきまし
た。今後の議会運営や議会だよりの内容充実の一助にさせていただき
ます。
　桜の便りもそろそろとなりますが、内容の濃い21日間の3月定
例会を終え、さらなる町政の発展のため日々研

けん

鑽
さん

しております。議会
改革の一環として議会の映像配信にも取り組んでおり、ますます襟を
正して行動することを肝に銘じています。 （編集委員　幅　秀哉）

 議会の主な動き　2～4月
２月 ――――――――――――――――
 １日 議会運営員会
  第 46 回いわて雪まつり
  　開会セレモニー
 ３日 第 26 回雫石町民音楽祭
 ６日 高知県土佐清水市議会
  　行政視察来庁
  鹿児島県曽於市議会広報等
  　特別委員会来庁
 10 日 第 10 回町民劇場
 12 日 盛岡市市政調査会研修会
 13 日 産業建設常任委員会
 14 日 2013 しずくいし農林業躍進の
  　集い
  議員全員協議会
 15 日 政務調査会
 17 日 雫石町女性のつどい 2013
 18 日 議会運営委員会

 19 日 総務・教育民生常任委員会
 20 日 鶯宿温泉開発㈱第 44 回通常総会
 22 日 議員全員協議会
 25 日 平成 25 年第１回盛岡地区
  　衛生処理組合議会定例会
 26 日 雫石町防犯交通安全推進大会
 27 日 第 2 回雫石町議会 3月定例会
  　開会（3/19 まで）
 28 日 平成 24 年度雫石町自衛隊入隊
  　者激励会
３月 ――――――――――――――――
 １日 雫石高等学校平成 24 年度卒業式
 ３日 第 21 回町ふるさと民謡舞踊まつり
 ４日 議会広報編集特別委員会
 11 日 議会運営委員会
 13 日 雫石中学校卒業式
 15 日 安庭小学校卒業式
 16 日 橋場・大村小学校卒業式

 19 日 第 2 回雫石町議会 3月定例会閉会
  町内各小学校卒業式
 28 日 議会運営委員会
 31 日 第 31 回民舞細川流
  　チャリティー発表会
４月 ――――――――――――――――
 １日 新年度議長訓示
 ４日 町農業経営者協議会
  　第 20 回定期総会
 ５日 町内小中学校入学式
 ６日 南畑小学校入学式
 ７日 雫石高等学校入学式
 ８日 町内小学校入学式
 ９日 雫石小学校入学式
 10 日 春の交通安全のぼりロード大作戦
  議会広報編集特別委員会
 15 日 政務調査会
 18 日 議会広報編集特別委員会

 お婿さん

ご

 お嫁さん




